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少
子
高
齢
化
に
伴
う
労
働
力
人

口
の
減
少
が
深
刻
な
問
題
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
昨
年
来
、
国
で
は
働
き

方
改
革
が
議
論
さ
れ
、
な
か
で
も
最
重

要
テ
ー
マ
で
あ
る
「
長
時
間
労
働
の
是

正
」
を
め
ぐ
る
議
論
が
本
格
化
し
て
い

る
。
女
性
新
入
社
員
が
過
労
自
殺
し
た

事
件
を
受
け
、
残
業
時
間
の
上
限
規
制

の
導
入
に
向
け
た
動
き
が
加
速
化
し
て

お
り
、
時
間
外
労
働
の
縮
減
は
、
町
役

場
に
お
い
て
も
大
変
重
要
で
あ
り
、
急

務
で
あ
る
と
考
え
、
以
下
の
点
に
つ
い

て
伺
う
。

(1)
町
職
員
の
時
間
外
勤
務
手
当
は
、
平

成
25
年
度
は
７
３
７
０
万
円
、
27
年
度

で
は
９
０
１
０
万
円
と
、
１
６
４
０
万

円
、
率
に
し
て
22
・
３
％
と
大
き
く
増

額
し
て
い
る
。
そ
の
要
因
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

(2)
職
員
１
人
当
た
り
の
時
間
外
勤
務
時

間
数
と
支
給
年
額
の
過
去
３
か
年
の
推

移
、
他
の
自
治
体
と
比
較
し
た
状
況
は
。

(3)
縮
減
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
な
対
策

を
講
じ
て
き
た
の
か
、
今
後
い
か
な
る

対
策
を
盛
り
込
む
の
か
。

(1)
平
成
27
年
度
の
特
殊
要
素

と
し
て
、
４
月
執
行
の
統
一
地
方
選
挙

事
務
、
多
く
の
部
署
が
フ
ァ
イ
リ
ン
グ

シ
ス
テ
ム
導
入
初
年
度
で
あ
っ
た
こ

と
、
さ
ら
に
は
新
庁
舎
へ
の
移
転
準
備

が
挙
げ
ら
れ
る
。

(2)
。

平
成
25
年
度
の
１
人
当
た
り
の
年

平
均
時
間
外
勤
務
時
間
数
は
１
８
９
時

間
、
支
給
年
額
43
万
円
、
26
年
度
は

２
２
８
時
間
、
51
万
５
０
０
０
円
、
27

年
度
は
２
３
８
時
間
、
53
万
４
０
０
０

円
。
平
成
27
年
度
の
年
平
均
時
間
数
、

支
給
年
額
と
も
に
、
十
勝
管
内
で
一
番

多
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

(3)
毎
週
水
曜
日
の
ノ
ー
残
業
デ
ー
、
課

係
内
で
の
連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
職

員
の
適
正
配
置
に
努
め
て
い
る
。
ノ
ー

残
業
デ
ー
の
周
知
徹
底
と
と
も
に
、
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
調
査
に
お
い
て
、
高

ス
ト
レ
ス
が
長
時
間
労
働
に
起
因
し
て

い
る
と
疑
わ
れ
る
職
員
が
、
医
師
の
面

接
指
導
を
希
望
す
る
場
合
に
は
、
産
業

医
と
の
面
談
を
実
施
し
、
健
康
管
理
対

策
も
併
せ
て
進
め
る
よ
う
関
係
予
算
を

計
上
し
た
。

(1)
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を

合
わ
せ
る
と
27
年
度
の
時
間
外
勤
務
手

当
は
約
１
億
円
、
職
員
数
は
適
正
数
か
。

(2)
ノ
ー
残
業
デ
ー
の
啓
発
、
職
員
の
精

神
衛
生
を
含
め
た
健
康
状
態
の
認
識
と

対
応
策
は
。

(1)
病
休
や
産
前
産
後
休
暇
な
ど
も
あ

り
、
27
年
度
は
職
員
数
が
少
な
い
体
制

で
あ
っ
た
。
我
々
自
身
も
働
き
方
を
考

え
る
時
代
に
来
て
い
る
。

(2)
健
康
管
理
が
一
番
大
切
。
職
員
の
間

で
意
識
改
革
を
し
っ
か
り
と
浸
透
さ
せ

る
。

職
場
の
規
律
保
持
を
は
じ
め
、

接
遇
の
向
上
な
ど
一
層
の
向

上
に
向
け
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
伺
う
。

(1)
職
員
の
服
装
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な

指
導
を
行
っ
て
い
る
か
。

(2)
接
遇
向
上
に
向
け
た
対
策
の
取
組
は
。

(3)
人
材
育
成
を
目
的
に
し
た
人
事
評
価

の
職
員
個
々
へ
の
指
導
は
。

(4)
職
員
の
懲
戒
処
分
の
状
況
は
、
適
時

的
確
な
公
表
に
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

(1)
職
員
と
し
て
の
品
位
を
保

ち
、
不
快
感
を
与
え
な
い
服
装
や
身
な

り
に
気
を
配
る
よ
う
指
導
に
努
め
る
。

(2)
接
遇
を
は
じ
め
多
様
な
研
修
機
会
を

設
け
、
接
客
マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
め
る
。

(3)
人
材
育
成
に
つ
な
が
る
制
度
へ
の
充

実
を
図
り
、
信
頼
さ
れ
る
職
員
の
育
成
、

行
政
の
実
現
に
努
め
る
。

(4)
条
例
に
基
づ
き
、
毎
年
12
月
末
ま
で

に
公
表
し
て
い
る
。
説
明
責
任
を
果
た

し
て
い
く
観
点
か
ら
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
活
用
す
る
な
ど
適
宜
公
表
し
て
い

き
た
い
。

人
事
評
価
に
よ
る
適
材
適
所

へ
の
配
置
と
職
場
内
の
連
携
体
制
は
。

町
部
局
、
教
育
委
員
会
、
議
会
な
ど

任
命
権
者
間
の
調
整
も
必
要
。
部
内
、

全
庁
的
な
協
力
も
含
め
て
連
携
を
深
め

る
よ
う
指
導
し
て
い
く
。

答問
平
成
27
年
度
は
十
勝
管
内
で
最
も
多
い
状
況
、

意
識
改
革
を
職
員
に
浸
透
さ
せ
る

町
職
員
の
時
間
外
勤
務
の
実
態
と
縮
減
対
策
は

答問

町
民
に
信
頼
さ
れ
る
職
員
の
育

成
、
行
政
の
実
現
に
努
め
る

職
員
の
服
務
と
人
材
育
成
を
問
う

問

答

問

町
　
長

町
　
長

再

質

問
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